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○川又照雄副議長 議長を交代いたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ３番赤堀平二郎議員の発言を許します。 

〔３番 赤堀平二郎議員 登壇〕 

○３番（赤堀平二郎議員） 民主党の赤堀平二郎でございます。私は最初に，少子・高齢化対策，

特に高齢者の皆さんの問題にかかわる点につきまして一般質問をさせていただきます。 

 今，全国的に少子・高齢化の波が進み，当然ながら当市におきましても例外ではございません。

少子化対策につきましては，当市は子育てしやすい町を目指して，新婚家庭への家賃補助制度や

第３子以降の保育料金の無償化等々，さまざまな施策を行う中で成果を上げてまいったと考えて

おります。一方，高齢化に関するさまざまな問題もまた，当市にとって大きな課題であることは

間違いありません。私自身，昭和２４年生まれの団塊の世代の最後の年代に属する人間でござい

ますけれども，私たちこの年代がよわいを重ねてまいりますと，さらに高齢化が進んでいくこと

は明明白白であります。そこで今回，高齢化に関する３つの問題点につきまして質問をさせてい

ただきます。 

 まず，第一にひとり暮らしの高齢者の見守り体制についてであります。そこでお伺いいたしま

す。現在，当市のひとり暮らし高齢者の世帯合計数，そして地区別の数は幾つなのかお尋ねいた

します。また，新聞報道によりますと，日本郵政が試験的にひとり暮らしの高齢者の見守りサー

ビスを開始するとのことでございます。当市におきまして，民間業者との連携，提携の実情をお

聞かせ願いたいと思います。 

 次に，先ほど同僚議員の発言の中でもありました買い物難民についても触れさせていただきま

す。特に日常的移動手段を持たない，近くに商店もしくは商業施設のない高齢者についての対策

でございます。同僚議員も触れました新聞報道によりますと，日立市は委託した民間事業者２社

による移動スーパーの循環販売の実証実験を始めたとのことでありますけれども，当市において

はどのような対策が行われているのかお尋ね申し上げます。また，民間事業者との連携の現状に

ついてもお願いいたします。 

 ３番目の問題といたしましては，これも前者のひとり暮らしの高齢者，買い物難民の高齢者と

つながる問題でありますが，交通弱者の問題でございます。現在運行されている市民バスの利用

者の年次別の利用者数，ルートと範囲についてお聞かせいただきたいと思います。また，他市で

運行されています玄関から玄関へというオンデマンドタクシーの運行実態と行政のかかわりにつ

いても教えていただきたいと思います。 

 続きまして，道路環境の整備でございます。 

 周知のとおり，現在，国道３４９久慈川にかかる幸久橋が橋脚等の損傷により通行どめとなっ

ております。来年の２月半ばまで検査を行い，その結果をもって通行の可否を決める，今後の方

針を決めるということでありますけれども，この間，主にこの近辺で特に平日，朝夕に起きてい

る渋滞対策についてお伺いいたします。 

 橋梁につきましてはもう一点，現在，谷河原の踏切を越え青木自動車工場さんの脇を通って３
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４９バイパスを横切り里川に向かう道路，その里川にかかる八幡橋の件でありますが，ふだんか

ら結構な交通量がありますけれども，幸久橋の通行どめの影響もあり通行量が増えているように

思われます。この八幡橋は木橋であり傷みも激しく，増水によって幾度も流出した過去もござい

ます。また，この夏その周辺の雑草により見通しが悪く，建設課にお願いして除草していただい

た経緯がございます。そこでお伺いいたしますけれども，この木橋をより強固な構造の橋にかけ

かえるお考えはないか。また，周辺整備についてのお考えをお聞きいたします。 

 次に，これもまた幸久橋の通行どめによって発生した問題でございますが，渋滞時間を少しで

も短縮しようと考えるドライバーが，狭い裏道や生活道路の中に入ってまいりまして，そこを通

る通学の児童生徒が危険に遭うリスクが増えております。通学路の安全確保にどのように取り組

んでおられるかお伺いいたします。 

 この問題の最後に，秋口の台風による川の増水により，下河合近辺の久慈川沿いのサイクリン

グロードに上流から流されてきたごみが堆積したまま放置されております。ところどころでサイ

クリングロードが寸断されています。休日など親子連れがサイクリングをしたりウォーキングを

する姿をよく見かけましたが，今では通行不能であり，それがごみの不法投棄を誘発，助長する

原因ともなりかねません。早急な対応が求められますがいかがでしょうか。 

 続きまして，安全・安心のまちづくりについてお伺いいたします。 

 災害対策の備えをお伺いいたします。過日日本列島に接近し，伊豆大島を初めとして人的被害

を含めた大災害となった台風２６号，当市にも少なからず影響を及ぼしました。伊豆大島では，

台風接近の折，残念ながら首長，副首長とも不在であったと聞いております。避難勧告，避難指

示も出されていなかったという報道もございます。そこでお伺いいたします。当市ではどの時点

で災害対策本部を設置するのか。また，どのように避難勧告，避難指示を出すかお聞かせ願いた

いと思います。 

 続いて，防災無線の新設についてお尋ねいたします。現在，各家庭には防災ラジオが戸別配布

されておりますけれども，屋外においては当然のことながら有効ではございません。防災無線空

白地域においては何かと不便を来しております。そこでお聞きいたしますけれども，防災無線の

新設調査の計画はないか，また，新設する場合の１基当たりの費用についてもお伺いいたします。 

 以上で私の１回目の質問を終了いたします。よろしくご答弁のほどお願い申し上げます。 

○川又照雄副議長 答弁を求めます。保健福祉部長。 

〔塙信夫保健福祉部長 登壇〕 

○塙信夫保健福祉部長 高齢化対策について，ひとり暮らし高齢者の見守り体制の現状，買い物

難民の現状と今後の対策についてお答えをいたします。 

 まず，ひとり暮らし高齢者の数でございますが，平成２５年４月１日現在で 1,６９７人となっ

ております。内訳といたしましては，常陸太田地区が９６３人，金砂郷地区が３００人，水府地

区が２６９人，里美地区が１６５人となっております。 

 次に，当市におけるひとり暮らし高齢者の見守り体制でございますが，援護を必要とする高齢

者一人ひとりを見守る地域ケアチームによる見守り，また，現在進めております災害時要援護登
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録者に対しての近隣住民による日ごろの見守り，それから配食サービス，緊急通報装置設置等の

福祉サービス，これらによる見守り体制をとっているところでございます。 

 見守り体制の民間事業者との連携につきましては，日本郵便株式会社常陸太田郵便局，日立郵

便局，市内の新聞販売店，牛乳販売店，ヤクルト販売店，それから，生活協同組合など１４の事

業者と高齢者等の見守りに関する協定の締結をしております。これは，販売員などが高齢者住宅

を訪れた際，何か異常を発見した場合には，市や消防署に対し通報をしていただくものでござい

ます。 

 次に，日常的に移動手段を持たず，近くに商店などがない地域の高齢者対策についてでござい

ますが，移動スーパーの状況と民間事業者との連携につきましては，先般，日立市における移動

スーパーの実証実験について新聞報道がございましたが，当市におきましては既に常陸太田地区

北部に１業者，金砂郷地区に４業者，水府地区に３業者，里美地区に１業者が定期的に食料品な

どの移動販売を行っている状況でございます。 

 また，市内の商店による宅配買い物代行サービス事業を初め，ＪＡ茨城みずほよる宅配，市内

のスーパーにおいて常陸太田地区南部，金砂郷地区南部を対象として食料品の宅配サービスが行

われております。また，生活協同組合が行っております食料品などの宅配につきましては，市内

の約３割となる 6,５５９世帯が利用しているという状況でございます。 

 今後も高齢者等の買い物対策につきましては，民間事業者との連携の可能性を模索しながら検

討を進めてまいりたいと考えております。 

○川又照雄副議長 総務部長兼政策企画部長。 

〔佐藤啓総務部長兼政策企画部長 登壇〕 

○佐藤啓総務部長兼政策企画部長 交通弱者の現状と今後の対策についてのご質問にお答えいた

します。 

 初めに，市民バスの年次別の利用者数，ルート，範囲等についてでございますけれども，市民

バスは基幹交通である路線バスの空白地域を埋める補完交通として，現在市内に１１コース，Ａ

コースが西河内方面，Ｂコースが大門方面，Ｃコースが幸久・松栄・佐竹方面，Ｄコースが真弓・

高貫方面，Ｅコースが大森・岡田方面，Ｆコースが堅磐・新沼・西バイパス方面，Ｇコースが金

砂・花房方面，Ｈ－１コースが水府高倉方面，Ｈ－２コースが水府東染方面，Ｉコースが里美方

面，Ｊコースが赤土・棚谷方面において，全コースとも１回当たり２００円で，それぞれ週に１

日から２日，２往復または３往復運行している状況でございます。 

 年間の利用者数ですが，現在の運行コースとなった平成１９年度からの状況で申し上げますと，

平成１９年度が５万 6,５１６人，平成２０年度が４万 3,７５１人，平成２１年度が４万 2,６７

６人，平成２２年度３万 9,２５０人，２３年度３万 5,８７２人，２４年度３万 5,２４１人，今

年度は上半期で１万 7,５４２人と減少傾向を示しております。 

 続きまして，オンデマンドタクシーの運行実態と行政とのかかわりについてのご質問にお答え

いたします。デマンド型交通につきましては，商工会やＮＰＯ法人により過疎地有償運送が行わ

れている里美地区を除く３地区において，地区内の区域及び各地区と常陸太田市街地を結ぶ区間
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において，市が常陸太田市乗り合いタクシー協会に委託する形で乗り合いタクシーが運行されて

おります。 

 運行内容につきましては，利用料金は１回３００円でございまして，常陸太田地区が毎週火曜

日，金砂郷地区が毎週水曜日，水府地区が毎週金曜日の午前８時半から午後４時までの時間帯に

おいて，前日までの予約に応じて１日６便の運行が可能となっている状況です。 

 年間の利用者数は，平成１９年度が５７８人，２０年度 3,０４７人，２１年度 5,３８３人，２

２年度 6,６３２人，２３年度 7,４２９人，２４年度 7,７３４人と，２５年度の上半期では 4,０

８２人と，こちらは増加傾向にございます。 

 なお，市民バスや乗り合いタクシーについては，民間事業者による路線バスの運行系統やダイ

ヤの廃止等が進む中で，移動手段を持たないお年寄りなどの交通弱者と言われる皆様の足として

の役割を担っておりますので，今後も本市の地域公共交通計画の中に明確に位置づけ，利便性や

利用実態に配慮した見直しを行うなど，利用環境の改善に努めてまいりたいと考えております。 

 次に，安全・安心なまちづくりについてのご質問にお答えいたします。 

 災害対策についてのご質問ですけれども，１点目の災害対策本部設置と避難勧告等の判断基準

につきましては，市の地域防災計画において，風水害・震災・原子力などの災害の種類やその程

度に応じて基準を設定しております。 

 今回の台風など風水害における災害対策本部等の設置基準でございますけれども，その程度に

よりレベルを４段階に分け，１つ目として，大雨・洪水警報等が発表され，総務部長が必要と認

めたときなどの情報連絡会議。２つ目として，大雨・洪水・暴風等の気象警報が発表され，災害

の発生が予想される場合など，副市長が必要と認めたときの災害警戒本部。３つ目として，市内

で大規模な浸水や災害が発生した場合で，市長が必要と認めたときの災害対策本部緊急体制。４

つ目として，大規模な災害が発生し，緊急体制で対処できないときの災害対策本部非常体制とな

っておりまして，それぞれのレベルで職員の配備規模を定めているところでございます。 

 また，避難情報の発令基準でございますけれども，１つ目として避難準備情報，２つ目として

避難勧告，そして避難指示の３段階に区分しまして，河川の水位の状況や内水による住宅への浸

水被害の状況などを目安に発令することとしております。 

 ９月の台風１８号，１０月の２６，２７，２８号への対応としましては，台風が接近する前の

段階で災害警戒本部を設置し，全庁において連絡体制，被害対応などの確認を行い，総務課を中

心に情報収集を行うとともに，建設部，各支所及び関係部署において警戒本部を解散するまでの

間，２４時間体制で被害等への対応をしてきたところでございます。 

 災害への対応につきましては，災害の種類や程度などによりそれぞれ異なることから，基準を

目安としながら，その状況に応じて適切に対応してまいりたいと考えております。 

 ２点目の防災行政無線の新設についてのご質問ですけれども，現時点においてこれらの調査の

計画は予定していない状況でございます。これまで防災行政無線の屋外子局が聞こえづらいとの

町会長など地域からの要望等に対しましては，その都度現地確認を行い，拡声器の調整などによ

り対応しております。また，屋外子局につきましては，基本的に住宅が集まっております集落に
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設置調整を行っておりますが，これらの調整で対応できない場合は，住宅の状況などを踏まえな

がら対応について検討してまいりたいと考えております。 

 なお，屋外子局の１基当たりの新設費用につきましては，約３５０万円となっております。 

 以上です。 

○川又照雄副議長 建設部長。 

〔鈴木典夫建設部長 登壇〕 

○鈴木典夫建設部長 まず初めに，このたび１０月１７日から幸久橋の全面通行どめが続いてお

り，利用されている多くの市民の方に大変なご不便をおかけしていることを深くおわびいたしま

す。 

 現在，県が実施しております幸久橋の安全性の確認につきましては，幸久橋利用者の安全・安

心を最優先に考え，慎重かつ迅速に進めるようお願いするとともに，その結果による幸久地区周

辺の道路ネットワークの再考には，地元常陸太田市の意向も十分に反映され，整備計画を定め，

対策工事の早期着手をあわせて国・県に要望してまいりたいと考えております。 

 それでは，答弁させていただきます。 

 道路環境の整備について，橋梁等に損傷が見つかり通行どめとなっている幸久橋について，通

行どめによる渋滞への対策についてでございます。 

 幸久橋は橋脚のひび割れが発見され，１０月１７日から通行どめにして調査したところ，橋の

安全性を確認するための詳細調査が必要となったため，平成２６年２月ごろまで全面通行どめと

なっております。このことにより，幸久橋を通過していた車両が幸久大橋に集中したため，幸久

大橋の国道３４９号バイパスに交通渋滞が発生いたしました。そこで国道３４９号バイパスの上

り線，下り線，県道和田上河合線，那珂市額田方面からの車両の交通渋滞対策としまして，県及

び市から交通管理者の県警本部に信号時間の調整を依頼しました。その後，幸久大橋に関連する

３カ所の交差点の信号調整がされまして，交通渋滞につきましては，通行どめ当初と比べますと

渋滞が緩和されております。 

 市の意向方針でございますが，先ほど述べましたように，安全性の確認がされた結果により，

幸久地区周辺の道路ネットワークの再考につきましては，地元常陸太田市の意向も十分に反映さ

れ，整備計画を定め，対策工事の早期着手をあわせて国・県に要望してまいりたいと考えており

ます。 

 次に，里川八幡橋新設と周辺道路の整備について，橋梁新設と周辺道路整備の考えについてで

ございます。 

 八幡橋は谷河原町と落合町をつなぐ里川にかかる橋梁であり，朝夕は日立市方面，那珂市方面

へと向かう通勤道路となっております。また幸久地区，西小沢地区住民の生活道路として利用さ

れている道路でございます。現在の八幡橋は，延長３3.８メートル，幅員 2.７メートルの木橋で，

平成１６年の災害により流失し，かけかえをしてから約１０年が経過しております。 

 八幡橋の新設と前後の道路改良工事につきましては，国道３４９号バイパスから八幡橋を挟ん

で県道常陸太田下土木内線までの約 2,２００メートルの区間の整備が必要となるため，木橋を堅
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固な構造の橋にかけかえるには，事業期間，事業費ともかなりかかることが予想されます。 

 市としましては，現在事業中の主要幹線，南部幹線道路の早期完成を最優先に進める必要があ

ることと，その他市内全体で整備中の幹線道路１０路線の早期完成に努めておるところでござい

ます。また，来年度から始まる橋の長寿命化対策工事も今後数年間続くことから，新規整備路線

の採択につきましては，この路線を含め財政状況も考慮して優先順位をつけ，計画的な事業実施

ができるよう検討してまいりたいと考えております。 

 しばらくは市民の皆様に里川の増水による通行どめなどでご不便をおかけしますが，現在の木

橋の補修や見通しを確保するための周辺の除草等を行いますので，ご理解，ご協力をよろしくお

願いいたします。 

○川又照雄副議長 教育長。 

〔中原一博教育長 登壇〕 

○中原一博教育長 次に，通学路の安全確保についてお答えいたします。 

 幸久橋の通行どめに伴い，幸久小学校及び峰山中学校の通学路を通る車両が大幅に増加してお

りますが，道路事情の早急な改善が難しいことから，幸久橋の通行が再開するまでの当面の対策

といたしまして，幸久小学校及び峰山中学校の通学路の一部を変更して安全の確保を図っており

ます。 

 具体的に申し上げますと，幸久小学校におきましては，下河合町から通学する児童が車両の混

雑に遭わないように，幸久大橋たもとの国道３４９号バイパス下河合南交差点から１００メート

ルほど手前のところで幸久大橋の下を通る道に入り，その後，通勤車両が入り込んでこない安全

な道を通って上河合交差点に出るよう通学路を一部変更しております。 

 また，峰山中学校では，藤田町，島町，粟原町，上河合町，下河合町から通学する１６名の生

徒が，変更前の幸久小学校と同じく，国道３４９号の上河合北交差点と国道３４９号バイパスの

下河合南交差点を結ぶ市道を通って通学しておりましたが，１１月１日から登下校とも国道３４

９号を磯部町交差点まで直進するルートに変更しております。 

 また，通学路の変更とあわせまして，ＰＴＡや子ども安全ボランティアの方々の協力を得て立

哨箇所を増やすなどして，一層の安全確保を図っているところでございます。特に島町におきま

しては木島大橋を利用する車両が増えていることから，子ども安全ボランティアの皆さんにこれ

まで以上のご協力をお願いして安全確保に努めております。 

 今後とも立哨指導等の協力の強化を図るとともに，児童生徒が常に危機意識を持ち，道路や周

囲の状況を的確に判断しながら危険を回避して安全に生活していくことが大切でございますので，

交通安全指導の充実に一層努めてまいります。 

 次に，久慈川サイクリングコースの放置ごみ対策についてのご質問にお答えいたします。 

 久慈川サイクリングコースは，常陸太田市，日立市，東海村で構成する久慈川サイクリング管

理運営協議会が国土交通省より占用許可を受けて維持管理を行っております。コースのごみ対策

といたしましては，台風等により増水があったときには，随時サイクリングコースを巡回し，漂

流による残留物がコース上に堆積した場合には，国土交通省常陸河川国道事務所と連絡を調整の
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上，通行どめや残留物の撤去など維持管理を行うことになっております。 

 議員ご指摘のように，この秋の増水により，落合から幸久大橋下までの間３カ所に残留物があ

りましたので，現在通行どめの措置をしておりまして，今週中にはごみの撤去をする予定でござ

います。 

 今後は，適切な維持管理に努め，サイクリングを行う方々に不便をかけないよう努めてまいり

ます。また，今後の気象状況により大雨等による久慈川等の増水が数多くみられる場合には，漂

流した残留物の撤去費用も含めて適切な維持管理について管理運営協議会で協議を行ってまいり

ます。 

○川又照雄副議長 赤堀議員。 

〔３番 赤堀平二郎議員 質問者席へ〕 

○３番（赤堀平二郎議員） ただいまはご答弁ありがとうございました。 

 高齢化対策のひとり暮らし高齢者の見守り体制の現状につきましては，答弁の中で多くの民間

業者の方と提携をなさって，安否確認を含めた見守り体制を実施しているとのことですので，今

後ともよろしくお願いしたいと思うわけでございます。 

 次に，買い物難民対策でございますけれども，特に移動スーパー等は，金砂郷・水府・里美地

区で既に民間の業者がやっているということでございます。最近はネット等で買い物をする若い

方が増えておりますけれども，やはり高齢者の方，特にひとり暮らしの方は，地域の人たちとコ

ミュニケーションをとりながら対面サービスで物を買うということが，その地域のお年寄りの１

つの生きがいにも通じているような感じを受けます。 

 商工会の方に話を聞きますと，その地域でとても採算に合わないからお店を閉めてしまおうと

いう方もおるみたいでございますけれども，その方に対し商工会としては，そこの地域のお店が

その地域のコミュニケーションの場として生活の拠点の１つとしてあるんだから，とんとんでも

何とか店を閉めないでほしいとお願いしているという現状もあるそうでございます。そういう地

域に関しましては，行政としてもどういう方法がとれるか知恵を絞っていただいて，地域の皆さ

んの日常の生活が少しでもうるおいのある豊かなものであるようにお願いしたいと思うわけでご

ざいます。 

 ３番目の高齢者対策の問題でございますけれども，オンデマンドタクシーは年々利用者が増え

ているということで，市民バスのほうは減っているということでございますが，オンデマンドと

の関係におきまして，そういうものが出てきているのかなということも考えられますけれども，

市民バスの利用者が年々減っていることに関しましてどのようにお考えになっているかお聞かせ

いただければと思います。 

○川又照雄副議長 答弁を求めます。総務部長兼政策企画部長。 

○佐藤啓総務部長兼政策企画部長 今，議員のご指摘にありましたように，市民バスの乗客が減

っているということについては，その原因として，１つには全体としての人口減少の問題がある

ということ，それから，やはり高齢者の方にとってはバス停まで出ていく難しさがあるという中

で，実際に家のすぐそばまで来ていただけるオンデマンドのデマンド型の交通のほうに移行して
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いると，その２つが大きいのかなと思っているところです。 

○川又照雄副議長 赤堀議員。 

○３番（赤堀平二郎議員） ありがとうございます。 

 それと乗り合いタクシーなんですが，里美地区には以前から商工会が中心となってそういうサ

ービスを行っている，また，ＮＰＯの方が里美地区で行っているということでございますけれど

も，この乗り合いタクシー，里美地区においては今後どのように考えているのか，それだけちょ

っとお聞きしたいと思います。 

○川又照雄副議長 答弁を求めます。総務部長兼政策企画部長。 

○佐藤啓総務部長兼政策企画部長 今，議員からご指摘いただきましたように，デマンド型の乗

り合いタクシーについては，そもそも里美地区においては市の商工会とＮＰＯ法人の２社がそれ

ぞれの方法によって認可を得て運行していて，それに続く形で市が常陸太田地区，金砂郷地区，

水府地区の３地区においてタクシー事業者に委託する方法で運行してきたという経緯がございま

す。 

 このような経緯がありますので，これまでのところ里美地区の２社については，市に先行して

それぞれの法人として独自の運営を行ってきておりますので，今のところ支援は行っていないと

ころです。ですので，現在のところ里美地区に市のほうで乗り合いタクシーを導入するというこ

とももちろんしていないという状況にあります。 

 一方で課題として，里美地区で運行されている２社の事業と常陸太田，金砂郷，水府の３地区

で運行されている乗り合いタクシーでは，提供される輸送サービスですとか，利用者の負担に差

異があるということで，地域によらず地区，市内全域で共通した平等な輸送サービスが提供でき

るようにしていく必要が長期的にはあるのではないかと考えています。ですので，地域間及び事

業間の調整を図っていく必要があるものと認識しております。 

 里美地区の２社の運行状況や運営状況，また，里美地区の皆様の利用状況などを踏まえて，ど

のような方向で解決を図るのがいいのか検討させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○川又照雄副議長 赤堀議員。 

○３番（赤堀平二郎議員） 答弁ありがとうございました。里美地区において先行した業者がご

ざいますけれども，当局としてもその辺を踏まえた上で，何とか里美地区にも充実したデマンド

型の交通システムをつくっていただきたいと思います。 

 続きまして，橋脚の問題でございますけれども，これは２月半ばに検査結果が出るということ

でございますので，市の意向につきましては，３月に意向をお聞きしたいと思います。 

 八幡橋近辺の道路の整備につきましては，優先順位，また当然財政的な問題がございましょう

から，その辺を踏まえた上でできるだけ進めていただけるようにお願いしたいと思っております。 

 通学路の安全確保は，ＰＴＡの皆さん，地域の皆さん，そして教育委員会の皆さんが連絡を密

にとりまして，事故等の発生が起きないように引き続き頑張っていただきたいと思います。 

 久慈川のサイクリングコースのごみの問題は，早急に取り組んでいただけるということで安心
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いたしました。ぜひ今後ともいろいろ予算等の問題，他市との連携の問題，国との連携の問題等

ございましょうけれども，ひとつ迅速な対応ができるようによろしくお願い申し上げます。 

 安全・安心まちづくりにつきましては，よく内容を理解いたしました。とにかく市民の皆さん

の安全・安心を守るという中で，適切な対応をお願いしたいと思います。 

 防災無線の新設については，私としてはできるだけ空白地帯のないようにやっていただきたい

と思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

 以上をもちまして私の２回目の質問を終了させていただきます。ありがとうございました。 

○川又照雄副議長 産業部長。 

○樫村浩治産業部長 先ほどの藤田議員さんからのご質問の中で答弁させていただきました内容

の一部を訂正させていただきます。 

 空き家の状況でございますが，これまで私どもが収集してまいりました情報に加えまして，町

会及び市民の皆様からお寄せいただきましたケースなどを合わせますと約２００件の情報でござ

います。その中で，先ほど答弁させていただきましたように，さまざまな理由から貸し出し不能

となる例も多くありまして，現在の貸し出し可能な空き家の件数は２件となっております。 

 よろしくお願い申し上げます。以上でございます。 


